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Sum1Dary 
Seed-coat color and hilum color of soybean are genetically controlled by majo1' genes， 
and because of pigmentation of products， the color is one of the most important agronomic 
characters to dete1'mine the market valu巴.
6“'Ta配chi吐IS叩uzuna訂rぜi'円， havingy巴ellows巴巴d幽-c∞oatar口ldbr 
van巴tyin Kanto distむl'噌ictof J apan b巴caus巴 ofits high yi巴ldingcapaciれtγandof its good 
quali沼t匂y，l出:為ho∞ughthe hilum color of the va1'iety is an undesi1'able cha1'acter. In the expe1'i-
ments fo1' investigating the mutagenic e狂ectsof gamma-i1'radiation and EI treatment on 
soybean， anumbe1' ofseed-coat andfor hilum colo1' m凶 antswere isolated in the selfp1'ogeny 
tests in the Mz， M3 or subsequent generations. 
Among these color mutants， nine yellow seed-coat and hilum color mutants without any 
d1'astic changes of the othe1' agronomic traits we1'e investigated on thεir yielding capacity 
as compa1'ed with original va1'i巴ty“Tachisuzunari". As a 1'esult， one of th巴m showed 
nearly the same yielding capacity as the o1'iginal. The others showed distinct 1'eduction 
of yielding capacity owing mainly to the dec1'ease 100 seed weight. 
It is very beneficial in breeding soybean va1'ieties with improved quality as material 
fo1' manufactur加gthat mutations in seed嗣coatcolo1' and hilum color can be induced with 
wide spect1'um by gamma幽irradiationand EI t1'eatment. 
緒 ち吉区"
ダイズの種皮色は品種伺有の遺伝的特性で、あり，積皮の着色は搾油するときに色素が食用油I乙
混入して汚染する，豆腐，味噌などの原料ICJfJいるときは好ましくない包を与えるなど品種の品
質と関連して市場性を左右する重要な形質である.
近年l乙育成された品種の種皮色の多くは黄白色であるが踏に着色のあるものが多い.したがっ
て，年によっては臓に限られた色素が種皮全体に拡がるなど品質の劣化となり，種皮およびl践を
含めた積皮会体が黄白色の品種の育成が望まれる.
本論文の要旨は昭和52年10月21日 日本育稜学会52回大会で発表した。
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，放射線や化学物質による突然変異の誘発では，イネ1)ムギ、む9) ダイズ8) などの品績の
育成にもみられるように，大部分の形Eぎについて品種の特性を失なわずに特定の形質のみの改良
が期待される.
本研究は，ダイズにガンマ一線照射とエチレンイミン処理を行い，務:皮色lと関する突然変異を
誘発させるとともに得られた突然変異体の特性についての結来を報告する.
実験材料および方法
まを白色の種皮で麟が褐色のダイズ品'flliタチスズナリ (Fig.1 a)と他l乙各種の種皮色をした8品
種(カッコ内は種皮色)，すなわち黒r.t粒(黒)，背小粒(滋緑)，脊パツ(緑)，在来種Ci!~褐) ， 
刈豆(褐)，本郷大豆(1i~)，赤大豆(赤)および We1irang(黄白)を実験lと供した.
突然変異の誘発には 60Coからのガンマ一線とエチレンイミン(以後日とする)の処理を行
なった.ガンマ一線照射は気乾種子にたいする照射とガンマーフィーノレドで生育中の縞物にたい
する照射4)であった. EI 処理は気乾種子を EI 水溶液に 6 時間設ìl~ した.ガンマ一線の照射線
量およびEIの処理濃度は Table1にまとめて示した.
ガンマ一線， EIなど突然変異誘発物質で処理したのち，突然変異として稜皮色に変化が認め
られるのは，種子処理ではガンマ一線照射， EI処理ともに M3種子であり，生体j照射では M4
滋子であった.したがって，突然変異の出3Jl頻度の算出は種子処理ではMz系統で，生体照射で
はM3系統で行なった.突然変災率は突然変異を出現した系統数を総供試系統数でi徐して求めた.
なお， Mz，M3の供試系統内1m体数はいずれも151国体であった.
ガンマ一線あるいはEI処理によって誘発された突然変異体の中には臓が武白色(自国) I乙変
化したものがあった.ζれは原品務のタチスズナりの種皮色を改良したものと考えられる.誘発
された自白突然変異体の9系統について， 1975， 1976の両年に標準栽培による 4反復の乱塊法で
原品種のタチスズナリの特性と比較した.
結 果
1. 種皮色に関する突然変異の誘発と選抜
ガンマ一線と EI処理によって誘発された穆皮色に関する突然変異体の種類と頗皮をまとめて
Table 1 !と示した.
実験l乙供試したタチスズナりは種皮が黄白色で臓が褐色 (Fig.1 a)の品種である. ガンマ一
線あるいは EI処理によって誘発された突然変異体は，臓の褐色の発現が様々に変化したもので
あった.すなわち，突然変異体として，原品種の燐が黄白色となり種皮全体が黄白色i乙変化した
白日 (Fig.1 b)，)踏の褐色が麗皮全体!-C拡がった褐色粒 (Fig.1 c)，腐の褐fろがクラカケ状lと
拡がった掲色クラカケ (Fig.1 d)，隣を中心とした褐色翰紋斑 (Fig.1 e)，種皮の黄白色が変
化した白色クラカケ (Fig.1 f)の5稔類が認められた.
種子!照射では供試1658系統の中から，褐色粒，褐色クラカケ，掲色1険紋慌の3程類の突然変異
が得られた.突然変奨率は， 10，20， 30KR J照射で，それぞれ， 0.333， 0.875， 2.713~であった.
生体照射はガンマーフィーノレドで摘種から成熟までの照射であり，総照射線量は 6.1KRで
あった.供試した1680系統の中から，自白，褐色粒，褐色クラカケ，褐色輪紋斑，白色クラカケ
の5種類の突然変異体が得られた.生体照射の突然変異率は0.83396であり，種子照射1乙較べて
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自目突然変奥体が多く得られたのが特徴である.
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EI処理では供試1307系統について，佐I1ヨ，絞H5粒，件j色クラカケ， 初色輪紋斑の 4種類の突
然変呉体が得られた.突然変異率は EI濃度l乙比例して増加しており， 0.008， 0.012， 0.016， 
0.02096の EI処理で，それぞれ0.615，1曹055，1.597， 1.37996であった.
上述のようにタチスズナワでは種皮色に関する諸経の突然変異体が待られた.一方，ダイズで
は様々な穏皮色を持つ品種があるので，これらの品種にたいする突然変異の誘発について調べる
ことにした.供試したのは，稜皮色に出して，思，濃緑，緑，濃褐，祢j茶，赤，武自の各形質を
持つ8品種であった.これらの品種の気乾種子にガンマ一線の 8KRと 16KRを!照射したが，
Table 1の下設に示す.背ノfツ(緑)，在来種(波編入赤大豆(赤)の 3品種について突然変異
が得られた.これら突然変異体の特徴は，多くは原品磁の種皮が淡色lと変化したものであった.
突然変異率は， 717ノfツの 16KR照射で1.13696，夜来種の 8KR照射で1.653タム赤大立の 16KR
!照射・で 2.88596であった.
1I. 自民突然変異体の特性
実験Iζ用いたタチスズナリは関米地方lζ広く栽段される収益，品質ともに優れた品種で司10)であ
る.一般に種皮は黄白13でj隣も黄白色の品種が好まれることから， J腕が黄白色に変化した突然変
異体は，タチスズナリの稜皮色を改良したものと考えられる.主主体照射から得られた8系統と，
EI処理から符られた 1系統は，種皮色以外の形質について出花期，草丈， lVi~程など外見上の形
Table 1 Seed-coat mutants induced by gamma irradiation and EI in the soybean 
Number of Numbcr of seed-coat color mutants Mutation 
Var悶ty Parental Treatment 五12 0r 恥~3 isolated rate seed color progenies Yellow Brown Brown Brown 
tested hilum sced-coat saddle mottle (%) 
Tachisuzunari Yellow Seed M2 
seed-coat， irradiation progenies 
Brown 10KR 600 0.333 
hilum 20KR 800 2 4 0.875 
30KR 258 2 2 3 2.713 
Do Do Chronic M3 
irradiation progenies 
6.1 KR 1680 8 2 2 0.833 
1 (wh山 saddle)
Do Do Ethylen- M2 
1江11日C progemes 
0.008% 325 0.615 
0.012% 379 2 1.055 
0.016% 313 2 2 1.597 
0.020% 290 2 1.379 
Seed M2 
irradiation progenies 
Aobatsu Green 16KR 88 1 (¥ight green ) 1.136 
Zairaishu Dark brown 8KR 121 2 (Iight brown) 1.653 
Akadaizu Dark red 16KR 104 1 (Iight red 2 (¥ight red saddle) 2.885 
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d e f 
Fig. l. Seed-coat color mutants induced by gamma-iradiation and EI treatment in a soybean variety， 
Tachisuzunari. a; Parental seed color， b; Yellow hilum， c; Brown seed-coat， d; Brown 
saddle， e; Brown mottle， f; White saddle. 
Table 2 Estimated mean of agronomic characters of yelow hilum color mutants 
1975 1976 
Selections Seed 100 seed Seed Plant Stem Numb目 100seed Protein 
IRB-260 k YIEld weight yield height diameter of pod weight content 
gfa g Kgfa cm 町1m per plant g % 
19 17.5*ホ 21.4 17.2** 58.0 7.2 76.1 23.1 *本 40.2 
一20 15.3** 21.5 13.7** 56.7 6.3** 59.2** 22.3** 40.5 
-21 18.7 21.7 20.4 57.7 7.7 88.8 23.0本* 39.6 
22 16.5** 21.5 17.7** 57.4 7.3 84.2 23.7 40.9 
-23 16.5** 21.2 17.9* 57.4 7.3 75.0ホ 23.4* 40.0 
一24 17.7* 21.8 18.1 * 57.5 7.2 74.8* 23.0*本 40.0 
-25 17.3** 21.6 17.7** 57.3 7.5 81.6 23.2* 39.9 
-26 17.7本 22.2 17.7** 57.9 7.3 78.2 23.3* 39.3 
-27t 16.1 ** 57.0 6.8* 65.4** 22.6ホ* 40.3 
Original variety 20.9 22.4 22.4 57.6 7.9 90.1 24.2 39.7 
本**; Significant at the 5% and 1 % levels， respectively. 
t; Selected fi'om EI treatment. 
質lζ原品種との差は認められなかった.したがって，これら突然変異体は隣の色だけが変化した
ものと考え，原品種のタチスズナリと収量など他の詳細な形質について比較した (Table2). 
1974年の栽倍では1系統をのぞくいずれの系統も原品種に比較して低収であった.また百粒:重
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は有志;とはならないまでも原品種のそれと比較していずれも軽かった.1975年の栽培では， IRB-
260-21をのぞく他の突然変爽系統のいずれもが原品種に比絞して低i況であった. これら突然変
異系統の丈，茎の太さは!京品綴と比l段して大芝さない.突然変主要系統の低q又伎は一株爽数と百粒
重の減少に認められ，特lζ百粒Z立の減少がi民lll:の低下をもたらしたものと思われた.
考 察
立類の放射線照射による都:皮包の突然変異ュの誘発について， Humphrey2)は，ダイズの中性子
照射から艇が無着色から黒色lζ変化した突然変異体を得ている.Zacharias11lは，穏皮が黄白色
で踏が黒色のダイズ Heiml王raft1の X 線!照射の結果を示し，種皮全体が黒色あるいはオワープ
緑となった，稼皮の禁色の拡がりが臓を中心に様々に変化した，あるいは臓が無紫色となった諸
機の突然変異体を報告している.また MohsJ)は，インゲンマメのガンマ一線と EMS処潔から，
積皮色に関する諸事fiの突然変異体を得ており，突然変呉は原品穏の俊良な特性を失なうことなく
:泊施を改良するに有効な方法であると述べている.
経皮が黄白色で!踏が補色の品事Eタチスズナリのガンマ一線!照射と EI処理の後代から，種皮色
lζ関する諸積の突然変災体がfGられ，その突然変災率は0.333-2.88596であった.誘発され突然
変災は，腕の褐色が続皮全体l乙，あるいは麓皮の一部に拡がるなど，臓の黄白色への変化も含め
て麟の綿色の発E誌の範囲の変化したものであった. 乙の傾向は Zacharias11)の Heimkraft 1 
からの突然変異の傾向とほぼ一致するものであるが，後者でやや多くの突然変災体を得ている.
これは供試品磁の極皮あるいはl践の務色を支配する遺伝子の穏類と複雑さ3) が関係しているもの
と考えられる.
これらのガンマ一線， EI処理からの突然変災体は，極皮包以外の形質l乙大きな変化はないも
のと考えた.なかでも麟色が黄白色に変化した突然変異体は，原品積タテスズナリの稜皮色を改
良したものとして他の詳細な特性について調べたところ，収量はl系統をのぞく他の8系統につ
いて原品種に劣るiI出来となった.これら突然変異体の低収量の原閣は，一株爽数の減少であり，
特に百粒霊の低下はすべての突然変災系統に共通して認められた.
ガンマ一線照射あるいは EI処理からもたらされた腕色の突然変災が，染色体の欠失などなん
らかの陣容を合むものであったかについては知ることができなかった.花粉稔性はすべての突然
変具体で正常であった.品;]":[[の育成で，白目で多i民の品殺育成の殴mfiさが知られている.これは
白自の形PJが環境の変化にたいして不安定なためl医長性が劣るものと考えられる.
突然変異脊fliでは，大部分の形質について原品磁の特性を失わずに，特定の形質のみの改良が
盟まれる.本試験の結来から，誘発された出自の突然変異体は原品種の収f誌に比べて劣る結果と
なった.これは 1~113 を支配する遺伝子が収最，百粒霊などの形質に多間的 l乙作ffl したかあるいは
突然変異体が微小な染色体の欠失などの陣容をともなったものであったなどが考えられる.
一方，農業上軍袈な特性である;]":[[皮B，色が，ガンマ一線照射， EI処潔によってかなり大
i隔に変化し得ることは品種改良上重要と思われる.すなわち適当な親品都:を用いて多数の系統を
作り，その中から優れた系統を選抜することができれば，親品極にまさる品質のものを得ること
ができるであろうし，あるいは交配母体にも優れたものを得ることができるであろう.
摘 要。ダイズ品穏にガ、ンマ一線照射と EI処理を行ない，級皮色の突然変異を誘発するとともに，
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得られた突然変異体の特性を調べた.
2) ガンマ一線による種子日夜討と生体照射，種子の EI処理の後代から，原品種の臓の褐色が
黄白色に変った白目，掲色粒，褐色クラタケ，褐色翰紋斑，白色クラカケなど程々の突然変異が
得られた.
3) 艇の褐色が黄白色lζ変化した9系統の白日突然変異体は，原品種の穏皮色を改良したもの
として注目され，諸特性を調査したところ， IRB--260-21の系統を除いたいずれもが，収:註，百
枚重ともに原品種より劣った.
4) 自白を支配する遺伝子・が，収最，百枚重などの形質に多面的に作用を持つのか，あるいは
突然変異.体が染色体の欠失などのi隊等をともなったものであったという点については明瞭にする
ことができなかった.
5) 農業上重要な特性である種皮色， )際色が，ガンマ一線照射， EI処理によってかなり大阪
に変化し得ることがわかり，適当な親品稜を用いて多数の突然変異を作れば，その中から俊れた
系統を選抜することができ，親品滋にまさる品質のものを得ることが可能と考えた.
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